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【
本
山
紘
司
議
員
】

★
森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て
①
市
町

村
の
役
割
に
対
す
る
町
長
の
所
感
は
。

　

経
営
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な

い
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
に
集
積
・
集
約
化
し
、
そ
れ
が

で
き
な
い
森
林
の
経
営
管
理
を
市
町
村

が
行
う
こ
と
で
、
森
林
の
経
営
管
理
を

確
保
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
、
森

林
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
り
ま

す
。
町
は
体
制
整
備
を
行
い
、
森
林
を

町
民
全
て
の
大
切
な
資
産
と
し
て
守
り

育
て
、
よ
り
豊
か
な
状
態
で
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

②
森
林
所
有
者
の
民
法
上
の
権
利
侵
害

や
、
皆
伐
や
乱
伐
で
森
林
を
荒
廃
さ
せ

る
懸
念
は
な
い
か
。

　

森
林
所
有
者
の
意
向
は
尊
重
さ
れ
、

所
有
者
等
不
明
の
場
合
は
経
営
管
理
権

集
積
計
画
を
公
示
し
、
集
積
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
そ
の
後
所
有
者
が
わ
か
れ

ば
計
画
の
取
り
消
し
も
で
き
ま
す
。

　

市
町
村
は
林
業
経
営
者
に
対
し
、
経

営
管
理
の
状
況
や
そ
の
他
必
要
な
事
項

に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
、適

切
な
経
営
管
理
が
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③
行
政
の
業
務
量
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
職
員
と
組
織
体
制
の
整

備
は
。

★
森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て
①
市
町

村
の
役
割
に
対
す
る
町
長
の
所
感
は
。

②
森
林
所
有
者
の
民
法
上
の
権
利
侵
害

や
、
皆
伐
や
乱
伐
で
森
林
を
荒
廃
さ
せ

る
懸
念
は
な
い
か
。

③
行
政
の
業
務
量
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
職
員
と
組
織
体
制
の
整

備
は
。

　

従
前
の
業
務
に
加
え
意
向
調
査
か
ら

始
ま
り
、
経
営
管
理
集
積
計
画
、
経
営

管
理
実
施
権
配
分
計
画
の
作
成
、
森
林

経
営
管
理
事
業
の
実
施
、
林
地
台
帳
等

の
整
備
等
、
非
常
に
幅
広
い
業
務
と
な

り
、
よ
り
高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
平
成
31
年
度
は
町
独
自
の
体
制
整

備
を
念
頭
に
、
農
林
水
産
省
、
林
野
庁

と
の
人
事
交
流
を
検
討
し
、
新
制
度
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
繋
げ
ま
す
。

【
片
田
八
重
美
議
員
】

★
健
康
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

①
制
定
し
て
５
年
経
過
す
る
が
、
成
果

や
反
応
等
は
。

　

平
成
25
年
度
と
29
年
度
で
毎
年
実

施
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
値
を
比
較

す
る
と
、「
特
定
健
診
の
受
診
率
」
は

47.5
％
（
6.6
％
上
昇
）、「
健
康
だ
と
思
う

町
民
の
割
合
」
は
72.7
％
（
6.9
％
上
昇
）、

「
健
康
の
た
め
に
日
頃
何
か
心
掛
け
て

い
る
町
民
の
割
合
」
は
、
96.1
％
（
4.0
％

上
昇
）
で
、
健
康
づ
く
り
が
着
実
に
根

付
い
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
90
日

事
業
」
と
「
健
康
の
む
ら
づ
く
り
事
業
」

も
、
過
去
最
多
の
参
加
申
込
者
、
申
請

団
体
数
を
記
録
し
、
積
極
的
な
取
り
組

み
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

★
健
康
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

①
制
定
し
て
５
年
経
過
す
る
が
、
成
果

や
反
応
等
は
。

②
町
民
が
健
康
づ
く
り
に
関
係
す
る
資

格
の
取
得
に
対
す
る
支
援
制
度
を
設
け

て
み
て
は
。

　

個
人
の
財
産
と
も
い
え
る
個
人
資
格

に
対
し
て
、
公
費
で
補
助
を
行
う
こ
と

は
公
平
性
の
観
点
か
ら
妥
当
な
の
か
、

補
助
制
度
を
創
設
し
た
場
合
の
補
助
対

象
資
格
、
補
助
率
な
ど
種
々
の
課
題
が

あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

★
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
健
康
マ
ラ

ソ
ン
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
種
目
を
新
設

し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
も
加
え
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

「
健
康
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

　

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

ノ
ル
デ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
健
康

づ
く
り
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
、

様
々
な
団
体
に
協
力
を
考
え
て
い
ま

す
。

★
県
立
森
林
公
園
を
一
部
だ
け
で
も
障

害
者
の
方
々
に
も
楽
し
く
巡
れ
る
よ
う

な
公
園
に
。

　

県
の
施
設
で
、
現
在
一
般
財
団
法
人

上
齋
原
振
興
公
社
が
指
定
管
理
を
受
け

て
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
県
へ
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

★
中
国
銀
行
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
青
楓
荘

の
地
域
の
活
力
に
繋
が
る
利
活
用
を
。

　
「
青
楓
荘
」
の
立
地
す
る
地
区
は
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
８
年
と
17
年
に
前
所

有
者
の
中
国
銀
行
が
、
落
石
防
止
ネ
ッ

ト
の
設
置
と
、
浮
石
の
除
去
や
ボ
ン
ド

②
町
民
が
健
康
づ
く
り
に
関
係
す
る
資

格
の
取
得
に
対
す
る
支
援
制
度
を
設
け

て
み
て
は
。

★
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
健
康
マ
ラ

ソ
ン
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
種
目
を
新
設

し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
も
加
え
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

「
健
康
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

★
県
立
森
林
公
園
を
一
部
だ
け
で
も
障

害
者
の
方
々
に
も
楽
し
く
巡
れ
る
よ
う

な
公
園
に
。

★
中
国
銀
行
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
青
楓
荘

の
地
域
の
活
力
に
繋
が
る
利
活
用
を
。

モ
ル
タ
ル
注
入
吹
付
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

利
活
用
方
法
は
検
討
中
で
す
。

【
光
吉 

準
議
員
】

★
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

①
訪
問
の
成
果
は
。

　

全
員
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
臨
み
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
様
々
な
異
文
化
交

流
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
叶

う
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

②
今
後
の
経
済
交
流
の
構
想
は
。

　

イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
と
の
調
整
で
、

２
０
２
０
年
に
同
市
で
行
わ
れ
る
特
産

品
フ
ェ
ア
や
鏡
野
町
の
「
産
業
ま
つ
り
」

で
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
確
保
し
、
サ
ン

プ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
を
し
て
、

将
来
的
に
は
相
互
の
特
産
品
販
売
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
各
種
テ
ー
マ
で
交
流
を
企
画
す
べ
き

で
は
。

　

現
在
は
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
の

交
流
で
す
が
、
お
互
い
の
市
町
の
繁
栄

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で
ど
の
よ

う
な
交
流
を
進
め
て
い
け
る
の
か
検
討

し
ま
す
。

★
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
に
つ
い
て

①
岐
阜
県
可
児
市
の
よ
う
に
住
民
主
体

で
過
去
の
災
害
の
記
憶
を
活
か
し
た
作

り
方
も
必
要
で
は
。

　

可
児
市
の
よ
う
に
、
過
去
の
災
害
や

豪
雨
時
の
地
域
の
状
況
を
、
各
自
治
会

が
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
、
地
図
上

に
被
害
状
況
を
明
記
す
る
事
例
を
参
考

と
し
た
情
報
提
供
の
在
り
方
を
検
討
し

★
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市
と
の
交
流
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い
て

①
訪
問
の
成
果
は
。

②
今
後
の
経
済
交
流
の
構
想
は
。

③
各
種
テ
ー
マ
で
交
流
を
企
画
す
べ
き

で
は
。

★
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
に
つ
い
て

①
岐
阜
県
可
児
市
の
よ
う
に
住
民
主
体

で
過
去
の
災
害
の
記
憶
を
活
か
し
た
作

り
方
も
必
要
で
は
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
７
月
豪
雨
を
う
け
防
災
計
画
の
見
直

し
は
し
な
い
の
か
。

　

国
の
防
災
基
本
計
画
や
県
の
地
域
防

災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
検
討
を

加
え
た
上
で
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

③
避
難
所
の
環
境
整
備
に
＊
ス
フ
ィ
ア

基
準
の
取
り
入
れ
を
。

　

指
定
避
難
場
所
の
町
内
34
公
共
施

設
を
直
ち
に
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
は

不
可
能
で
、
現
在
毛
布
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
、
簡
易
ト
イ
レ
等
、
避
難
所
で

使
用
す
る
生
活
物
資
を
中
心
に
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
「
避
難
所

運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
、
避

難
所
が
被
災
者
の
支
援
拠
点
に
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

＊
ス
フ
ィ
ア
基
準
・
・
・
災
害
等
の
被
災
者

全
て
に
対
す
る
人
道
支
援
活
動
を
行
う
各
種

機
関
や
個
人
が
、
被
災
当
事
者
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
現
場
で
守
る
べ
き
最
低
基

準
の
通
称
。

④
島
根
原
発
か
ら
の
避
難
計
画
で
は
町

に
安
来
市
か
ら
１
，５
６
０
人
の
受
け
入

れ
計
画
が
あ
る
が
体
制
は
。

　

島
根
県
と
岡
山
県
と
各
市
町
村
で
現

在
協
議
中
で
す
が
、
想
定
と
し
て
避
難

経
由
所
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か

ら
順
次
開
設
さ
れ
る
各
避
難
所
へ
の
誘

導
等
で
す
。
今
後
、
各
関
係
機
関
と
調

整
し
「
避
難
経
由
所
・
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

★
公
共
交
通
に
つ
い
て
①
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た
か
。

　

道
路
運
送
法
で
交
通
空
白
地
で
な
い

②
７
月
豪
雨
を
う
け
防
災
計
画
の
見
直

し
は
し
な
い
の
か
。

③
避
難
所
の
環
境
整
備
に
＊
ス
フ
ィ
ア

基
準
の
取
り
入
れ
を
。

④
島
根
原
発
か
ら
の
避
難
計
画
で
は
町

に
安
来
市
か
ら
１
，５
６
０
人
の
受
け
入

れ
計
画
が
あ
る
が
体
制
は
。

★
公
共
交
通
に
つ
い
て
①
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た
か
。


